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日
本
の
電
源
構
成
は
３
・
11
後
、
原
発
の
全
停
止

と
い
う
大
き
な
転
機
を
迎
え
た
。
そ
の
時
、
電
力
セ

ク
タ
ー
を
支
え
た
の
は
老
朽
火
力
だ
っ
た
。
以
降
、

電
力
供
給
を
海
外
の
化
石
燃
料
に
頼
っ
て
い
る
た
め

自
給
率
は
低
下
、
老
朽
化
故
に
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
す

る
恐
れ
が
あ
る
等
、
安
定
供
給
に
リ
ス
ク
を
抱
え
る

状
況
だ
。

　

電
気
料
金
は
、
原
発
停
止
前
の
２
０
１
０
年
と
比

べ
る
と
一
般
家
庭
で
は
年
間
約
１
万
円
、
中
小
企
業

で
は
約
６
百
万
円
上
昇
。
原
発
依
存
度
が
高
か
っ
た

関
西
電
力
で
は
、
震
災
後
２
度
も
値
上
げ
を
行
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
２
０
１
７
年
、
関
西
電
力
が
電
気
料

金
を
値
下
げ
。
一
般
家
庭
で
年
間
約
４
千
円
安
く
な

る
計
算
だ
。
２
基
の
原
発
を
再
稼
動
で
き
た
こ
と
が

値
下
げ
に
繋
が
っ
た
。

　

再
稼
働
が
全
て
値
下
げ
の
原
資
を
生
む
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
再
稼
働
に
よ
り
、
資
源
需
要
が
押
し

下
げ
ら
れ
る
効
果
や
電
力
需
給
の
改
善
が
見
込
め
市

場
価
格
の
安
定
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

２
．
世
界
で
進
む
原
発
の
戦
力
化

　

さ
て
、
世
界
の
潮
流
は
脱
原
発
と
い
う
報
道
に
触

れ
る
こ
と
が
度
々
あ
る
。
世
界
は
本
当
に
脱
原
発
な

の
か
。
２
０
１
１
年
、
日
本
や
ド
イ
ツ
の
政
策
変
更

で
急
減
し
た
が
、
２
０
１
３
年
以
降
、
世
界
全
体
の

原
発
電
力
量
は
再
び
増
加
を
見
せ
て
い
る
。

　

米
国
で
は
、
２
０
１
９
年
の
原
発
の
設
備
利
用
率

は
約
９
２
％
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
設
備
が
60
年
運

転
の
許
可
を
受
け
、
80
年
運
転
の
認
可
済
み
は
６
基 

（
２
０
２
１
年
時
点
）
で
あ
る
。
日
本
は
、
２
０
２

１
年
６
月
美
浜
原
発
が
40
年
を
超
え
る
原
発
と
し
て

初
め
て
再
稼
働
し
た
と
い
う
レ
ベ
ル
だ
。

　

Ｉ
Ｅ
Ａ
や
科
学
雑
誌 N

ature 

な
ど
相
次
い
で
、

最
も
安
価
な
温
暖
化
対
策
は
既
存
の
原
発
の
運
転
延

長
と
し
て
お
り
、
既
存
の
原
発
を
使
い
倒
す
方
針
を

取
る
動
き
は
今
後
増
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

欧
州
で
は
原
発
の
見
直
し
が
進
む
。
ド
イ
ツ
と
ベ

くにまもりの提言
　

２
０
２
２
年
３
月
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
２
０

１
２
年
の
制
定
以
降
初
め
て
と
な
る
電
力
需
給
ひ
っ

迫
警
報
を
発
令
。
今
夏
に
は
、
企
業
や
家
庭
に
対
し

節
電
が
要
請
さ
れ
た
。

　

電
力
ひ
っ
迫
の
背
景
に
は
、
原
発
停
止
中
の
安
定

供
給
を
担
っ
て
き
た
火
力
発
電
所
が
、
老
朽
化
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
導
入
に
よ
る
不
採
算
化
が

相
ま
っ
て
大
量
退
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
こ
と

に
加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
緊
迫
化
で
燃
料
調
達

リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
７
月
岸
田
首
相
は
、
こ
れ
ま
で
政
府
が
長

く
蓋
を
し
て
き
た
原
発
に
つ
き
、
今
冬
に
お
け
る
最

大
９
基
の
稼
働
を
表
明
。
８
月
に
は
、
更
に
７
基
、

追
加
再
稼
働
を
目
指
し
「
国
が
前
面
に
立
っ
て
あ
ら

ゆ
る
対
応
を
取
る
」
と
述
べ
た
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
、

経
済
成
長
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
い
っ
た
社

会
的
要
請
に
対
応
す
る
た
め
の
戦
力
と
し
て
期
待
さ

れ
る
原
発
。
し
か
し
、
７
月
の
参
院
選
で
争
点
化
さ

れ
た
と
は
到
底
言
え
な
い
原
発
政
策
に
つ
き
、
突
如

国
民
に
示
さ
れ
る
格
好
と
な
っ
た
感
覚
は
否
め
な
い
。

１
．
３
・
11
以
降
、
原
子
力
発
電
所�

�
停
止
に
よ
り
上
昇
し
た
電
力
料
金

◎
く
に
ま
も
り
の
提
言
◎�

再
び
戦
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
原
子
力
発
電

武む

捨し
ゃ

　
裕ゆ

う

太た

　

（
し
が
く
総
研 

エ
ネ
ル
ギ
ー
班
）
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ル
ギ
ー
は
、
稼
働
中
の
原
発
（
そ
れ
ぞ
れ
３
基
、
７

基
）
を
閉
鎖
す
る
と
し
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
受
け
て
稼

働
継
続
す
る
可
能
性
を
示
し
た
。

３
．
世
界
の
原
子
力
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は�

�

足
を
止
め
て
い
な
い

　

ま
た
、
世
界
で
は
次
世
代
原
子
炉
を
開
発
中
だ
。

例
え
ば
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
、
世
界
初
ロ
シ
ア
が
実

働
化
し
た
Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
、
海
上
浮
揚
式
で
あ
る
。
西
側

諸
国
で
も
巻
き
返
し
を
見
せ
て
お
り
、
日
本
は
技
術

に
つ
い
て
い
け
る
の
か
す
ら
危
う
い
。

　

次
に
高
速
炉
。
ロ
シ
ア
は
、
１
９
８
０
年
代
か
ら

高
速
炉
を
運
転
し
て
お
り
、
そ
の
技
術
を
積
極
導
入

し
て
い
る
中
国
の
高
速
増
殖
炉
は
、
２
０
１
１
年
に

送
電
を
開
始
し
て
い
る
。
日
本
は
、
２
０
１
６
年
に

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
が
決
定
。
実
用
化
の
見
通
し

は
な
く
中
露
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
様
相
だ
。

　

で
は
、
使
用
済
み
燃
料
の
最
終
処
分
技
術
は
ど
う

か
。
こ
の
問
題
は
、
技
術
的
な
も
の
で
は
な
く
政
治

的
な
も
の
と
言
え
る
。
処
分
方
法
は
、
地
層
処
分
が

妥
当
と
国
際
的
に
結
論
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
で
は
①
文
献
調
査　

②
概
要
調
査　

③
精
密

調
査
が
完
了
。
処
分
場
の
④
建
設
が
進
ん
で
お
り
、

数
年
以
内
に
処
分
が
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
。
１
月
に

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
、
世
界
で
２
国
目
と
な
る
建
設

が
承
認
さ
れ
た
。
日
本
は
、
北
海
道
の
２
つ
の
自
治

体
が
①
文
献
調
査
に
名
乗
り
を
上
げ
た
状
況
で
あ

る
。

　

原
発
を
戦
略
的
に
活
用
し
て
い
る
国
は
多
い
。
し

か
し
日
本
は
３
・
11
後
、
前
提
が
揺
ら
い
だ
。
２
０

１
２
年
、
原
子
力
政
策
大
綱
の
策
定
を
廃
止
。
こ
れ

か
ら
減
ら
し
て
い
く
と
い
う
産
業
で
、
技
術
、
人
材

を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。
原
子
力
機
構
や
企
業

の
研
究
部
門
も
、
何
を
目
指
す
べ
き
か
見
通
せ
な
く

な
っ
た
。
文
科
省
に
よ
る
と
原
子
力
関
連
学
科
の
大

学
入
学
者
数
は
９
２
年
の
６
７
０
人
を
ピ
ー
ク
に
２

６
０
人
程
度
ま
で
落
ち
込
ん
だ
と
い
う
。

　

見
通
し
が
明
る
い
業
界
へ
の
投
資
は
進
む
。
若
者

は
未
来
に
夢
を
抱
き
技
術
を
学
ぶ
。
日
本
は
、
政
党

に
よ
ら
な
い
日
本
と
し
て
の
中
長
期
的
な
筋
道
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
。

４
．「
可
能
な
限
り
低
減
」
か
ら�

�

「
最
大
限
の
活
用
」
へ

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
３
・
11
以
降
の
転

機
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
７
月
に
公
表
さ
れ
た
原
子
力

白
書
で
は
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
と

経
済
成
長
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
対
応
す
る

た
め
、
国
民
全
体
で
原
子
力
の
在
り
方
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
し
た
。
ま
た
４
月
８
日
岸
田
首

相
は
、「
再
エ
ネ
、
原
子
力
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
保

及
び
脱
炭
素
の
効
果
の
高
い
電
源
を
最
大
限
活
用
」

と
述
べ
た
。
し
か
し
、
ど
う
再
稼
働
を
進
め
る
の
か

と
い
う
と
「
安
全
性
を
大
前
提
に
住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
」
と
、
踏
み
込
ん
だ
言
及
は
な
か
っ
た
。

　

７
月
の
参
院
選
で
も
争
点
化
さ
れ
た
と
は
到
底
言

え
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
「
逃
げ
る
票
は
あ
っ

て
も
得
る
票
は
な
い
」
と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
。
こ

の
票
に
な
ら
な
い
原
発
政
策
が
時
勢
に
流
さ
れ
、
一

貫
性
を
欠
い
た
結
果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
脆

弱
性
を
高
め
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

政
治
家
自
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し

論
争
を
仕
掛
け
、
国
民
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
気
概

が
必
要
だ
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
な
ど
技
術
進
歩
が
見
ら
れ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
に
は
政
治
の
覚
悟
が

必
要
で
あ
り
、
日
本
の
脱
炭
素
化
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
も
こ
の
覚
悟
に
左
右
さ
れ
る
。

　

な
ぜ
原
発
が
必
要
で
、
安
全
性
は
ど
の
程
度
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
。
公
は
何
を
担
い
、
何
を
民
間
が

担
う
の
か
。
全
体
を
設
計
し
、
政
治
家
が
国
民
に
説

明
す
る
こ
と
で
、
本
来
ク
リ
ー
ン
で
効
率
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
は
ず
の
原
発
を
こ
の
10
年
あ
え
て
非

効
率
な
も
の
に
変
え
価
値
を
落
と
し
て
き
た
現
状
を

省
み
、
再
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

くにまもりの提言


